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1　は　じ　め　に

乳甫移植では植え付け姿勢を安定させ，株揃いを良くす

るため，苗丈は8皿程度に育苗する必要がある。すなわち，

加温緑化設備が整っていれば，温度調節によって苗丈確保

が可能であるが，無加温緑化の場合，育苗期間が長引き省

力効果が薄れる。このため，新たな設備投資を必要とせず，

既存の育苗器と育苗ハウスを用いた加温出芽と無加温緑化

で，10日間程度の育苗期間で．移植時の苗丈8cmを達成す

る育苗温度管理技術を検討した。

2　試　験　方　法

＜試験1＞　人工気象器を用いた温度条件と苗丈の伸長

（1）供試品種：はなの舞，山形54号

（2）供試条件

a．は種量：200g／箱

b．人工気象器：T社製CFH－405

C．育苗マット：SI社製ロックウールマット

（3）人工気象器の温度設定

a．出芽時：32℃48時間，32℃72時間

b．緑化時（7日間，昼温～夜温）23－10℃，25～13

℃．28～15℃，28－17℃

＜試験2＞　無加温緑化管理法と保温効果

（1）置床資材の保温効果

a．供試資材

の　3．5cm厚ウレタンボード

（イ）2．0cm厚発泡スチロールボード

（ウ）1．0cm厚発泡スチロールボード

国　保温マット

帥　有孔ポリ（対照）

b．育苗マット：Sl社製ロックウールマット（種子

は播種せず覆土のみ）

C．調査期間：平成9年4月19日～29日（11日間）

（2）被覆資材の保温効果

a．保温資材の設定

2MU区：保温マット2枚，置床資材有孔ポリ

lMU区：保温マット1枚，置床資材有孔ポリ

lMM区：保温マット1枚，置床資材保温マット

b．調査期間：平成9年5月7日～13日

＜育苗実証試験＞

（3）育苗実証調査及び本田活着調査

a．供試品種

はなの舞，山形54号

b．育苗管理

（刑ま種期：5月12日

（イ）は種：250g／箱

（ウ）育苗器：K社製

国育苗培地：SI社製ロックウールマット

帥出芽温度及び時間：32℃，72時間

（カ）緑化期間ニ7日間

C．移植

例田植機：Ⅰ社製乗用型4集権乳首田植機

（イ）移植日：5月22日

3　試験結果及び考察

＜試験1＞

苗丈8cm以上を確保したものは，出芽時間72時間，緑化

時昼温28℃・夜温17℃の区であったが，出芽時間48時間及

び72時間で緑化時昼温28℃・夜温15℃でもはば7C血以上の

草丈を確保しており実用可能とみられる。一万，32℃の出

芽時間が72時間の場合，出芽長が1．7～1．8cm程度になり苗

箱の持ち上げが大きくなることから，出芽時間は48時間程

度で苗箱の持ち上がりが始まった時点で終了するべきであ

る。

表1　出芽時間・緑化温度と苗の生育

23～10℃　25－13℃　28～15℃　28～17℃

品種出芽苗丈葉数　百丈糞数　苗丈糞数　苗丈葉数
時間（00）（枚）（Ⅷ）（枚）（CⅡl）（枚）（00）（枚）

はな　48h　3．9　0．9　5．5　1．0　7．11．1　7．6　1．3

の舞　72h　4．3　0．9　5．91．0　7．21．1　9．21．4

山形　48h　3．7　0．9　5．01．1　6．7　L4　7．01．5
54号　72h　4．21．0　5．11．1　7．61．6　8．51．7

表2　32℃加温出芽時間と出芽長

品種　　　　　　48時間　　　　　　72時間

舞
号
の
5
4

な
形
は
山

0．9cm　　　　　　1．8cm

0．8CⅡ1　　　　　　1．7cm
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＜試験2＞

（1）置床保温資材の保温効果

調査期間中の日長低気温の平均値は，ウレタンボード及

び発泡スチロール坂よりも薄手の保温マット又は有孔ポリ

の方が高くなった。

ウレタンボードと有孔ポリの温度推移をみると，日没後

2時間程度は保温力の大きいウレタンボードの方が高い温

度で経過するものの，その後逆転し日の出まで有孔ポリの

方が高く経過している。これは，断熱性の高いウレタンボー

ドが地熱を遮断しているためと考えられる。このため，ウ

レタンボードや発泡スチロールボードは，育苗箱の置床と

しての夜間の保温には適さない。育苗箱は土床に直接置く

か，有孔ポリ程度の地熱を遮断しにくい資材の上に置いた

ほうがよいと考えられる。

表3　置床資材別の保温効果　　　　　　　（Oc）

項目

保温　3．5C凸厚2．0皿厚LOc摘採　塩　有　孔　育　苗

資材　ウレタン発泡スチ発泡スチ　マット　ポリ　ハウス

ボードロール坂ロール坂　　　　　　　内温度

昼間（6：m～17：50）　25．5　24．5　25．8

夜間（18：00～6：00）　9．5　9．6　9．7

日最低温度平均　　5．7　5．9　6．2

全期間平均温度　17．517．117．8
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図1　置床資材別育荷箱上温度の推移（4月26日～27日）

（2）被覆保温マットの効果

置床に有孔ポリ，披霞に保温マット1枚で夜間温度が

13．7℃であったのに対して．置床有孔ポリに保温マット2

枚の被覆で2．9℃高い16．6℃を確保し，保温効果が高まっ

た。逆に昼間温度は，保温マット2枚の被覆でやや低くなっ

た。これは．保温マット2枚により遮光の影響が大きくな

り育苗箱が暖まりにくくなったためと考えられる。

＜育苗実証試験＞

育苗器による32℃加温出芽72時間，保温マット2枚によ

る緑化7日間によって「はなの舞」は，宙丈7．6cIn．「山形

54号」は．苗丈6．3cmで目標に達しなかった。これは，同

表4　被覆資材の保温効果（Oc）

ハウ相温度置床地温　211L ll・lL l MM

昼間（6：00～17：50）　20．4　22．6　　24．9　25．1　26．8

夜間（18：00～6：00）10．4　15．7　16．6　13．7　16．0

日最低温度平均　　　6．9　13．7　13．5　10．7　11．8

全期間平均温度　15．4　19．2　20．7　19．4　21．4

じハウスに硬化期の中苗や稚苗があり，換気操作をこれら

にあわせたため，乳歯の昼間温度が高まらなかったことに

よるものである。

温度環境は，2MU区で夜間平均温度1臥7℃，最低気温

15．9℃を確保することができた。

移植時の残存胚乳養分は対照区よりも少なくなったが，

移植後の生育は，対照区と同等で，最良根長及び地上部・

地下部乾物重は．対照区よりも優った。

表5　育苗実証による移植時苗の生育

2MU IMU（対照）
苗丈　第1章鞘長彙令　苗丈第1彙鞘長彙令

はなの舞　　7．6　　4．8　1．2　　6．6　　4．0　1．3
山形54号　　6．3　　4．0　1．3　　5．9　　3．4　1．3

衷6　育苗実証緑化時の温度

ハウス内　2MUIMU（対照）
昼間（6：00－17：50）　20．9　　23．5　　　　24．3
夜間（18：00－6：00）　13．1　18．7　　　17．5
最低温度平均　　　　10．3　15．9　　　14．5
平均　　　　　17．1　21．1　　　20．9

表7　育苗実証移植後の生育（6月14日）

最長　地上部　根　部

草丈　糞数　根長　乾物重　乾物重
はなの舞　2MU　22．2　4．110．1　4．65　1．85

1ML　20．0　　4．1　8．9　　3．95　　1．35

山形54号　2ML19．0　4．110．6　　4．20　　2．05
1ML　19．8　　4．1　9．5　　4．1　　1．65

4　ま　　と　　め

乳苗の育苗において．加温出芽十無加温緑化10日間程度，

苗丈8cmを目標としたとき，加温出芽時間は，48時間以上

で苗箱が持ち上がるまでする。緑化時の宙箱温度は．夜間

18℃（最低15℃），昼間は25～28℃を目標とする。乳首育

苗緑化時の保温技術としては，置床は．土に直接又は有孔

ポリ程度の地熱をよく伝える資材を使い．被覆資材は保温

マットを昼間1枚，夜間2枚の被覆とし，特に夜間の保温

を図る。
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